
毎月リレー形式で、江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

　facebookで情報を発信しています　　　　　　　　　　　　　　　　　江田島市地域おこし協力隊

シリーズ連載　その74
　「つむぐ通信」では、地域おこし協力隊員が、月替わりで活動内容やイベ
ントなどのお知らせ、地域おこしに関する企画や提案を紹介していきます。
【江田島市地域おこし協力隊】
体験型観光推進員　　　　 塚田　忠則
プロモーション推進員　　 牛尾奈緒子
空き家活用ディレクター　 蛇草　孝介
国際交流支援員　　　　　 大方　芳恵
えたじま里海ナビゲーター 守本　怜矢

今月は

蛇
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草�孝
こうすけ

介さん

　
梅
雨
に
入
り
、
ジ
メ
ジ
メ
し
た
日
が
続

き
ま
す
ね
。
早
く
夏
が
来
て
欲
し
い
…
と
、

夏
の
到
来
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
就
任
か
ら
２
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
徐
々
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
移
住
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
少

な
い
１
年
を
過
ご
し
た
私
に
と
っ
て
は
、

よ
う
や
く
本
当
の
江
田
島
を
楽
し
め
そ
う

で
す
。

『
切
串
お
か
げ
ん
さ
ん
ま
つ
り
』
に

　
参
加
し
ま
す
！

　
今
年
は
、
私
も
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
７
月
に
あ

る
江
田
島
町
切
串
地
区
で
開
催
さ
れ
る
お

祭
り
『
切
串
お
か
げ
ん
さ
ん
ま
つ
り
』
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

稲
刈
り
や
脱
穀
、
船
づ
く
り
な
ど
隔
週
で

小
学
校
に
集
ま
っ
て
準
備
を
一
緒
に
や
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ

と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
！
当
日
の
お

祭
り
が
楽
し
み
で
す
。

『KIRIKUSHI CO
ASTAL VILLAGE

』

　
工
事
が
着
々
と
進
む
！

　
ま
た
、
前
回
の
つ
む
ぐ
通
信
で
報
告
し

た
、
切
串
地
区
で
計
画
中
の
空
き
家
の
複

合
施
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『KIRIKU

SH
I 

CO
ASTAL VILLAGE

』
で
す
が
、
こ

ち
ら
も
工
事
に
入
り
着
々
と
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
８
月
に
一
期
工
事
を
終
わ
ら

せ
、
オ
ー
プ
ン
予
定
の
計
画
で
す
。

　
限
り
あ
る
予
算
の
中
で
、
大
工
さ
ん
に

お
願
い
す
る
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
で
や
る

と
こ
ろ
な
ど
を
分
け
な
が
ら
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
の
改
修
を
し
て
み
た
い
方
、
こ

の
施
設
を
使
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い

方
、
お
店
を
や
っ
て
み
た
い
方
な
ど
、
施

設
に
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
進
捗
で
す
が
、
前
年

度
の
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
数
が
過
去
最

高
49
件
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
江
田
島
市
の

空
き
家
が
動
い
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

登
録
し
て
い
た
だ
い
た
所
有
者
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
実
地
調
査
で
私
も
足
を
運
び
ま
し
た
が
、

延
べ
１
８
６
５
戸
の
空
き
家
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
空
き
家
を
所
有
し
、
今
後
活
用

す
る
予
定
が
な
い
方
や
、
江
田
島
市
の
空

き
家
を
利
活
用
し
た
い
と
い
う
方
々
か
ら
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
多
く
の
お
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
て
い
た
だ
き
、
ご

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
江
田
島
市
移
住
・
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
『hodohodo

』
に
は
空
き
家
所
有

者
さ
ん
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
あ
り

ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
閲
覧
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①切串おかげんさんまつりの準備。袴取りを行いま①切串おかげんさんまつりの準備。袴取りを行いま
した。②切串おかげんさんまつりの準備。麦の脱した。②切串おかげんさんまつりの準備。麦の脱
穀。③空き家実地調査④空き家活用ガイドブックは穀。③空き家実地調査④空き家活用ガイドブックは
江田島市移住・定住ポータルサイト『hodohodo』江田島市移住・定住ポータルサイト『hodohodo』
から！から！

①①②②

③③

Vol.14

市内で活躍する人
やお店をリレー形
式で毎月紹介。掲
載された人が次の
取材先を紹介する、
“つなぐ・つながる” 
をテーマにした企
画です。A3 判（フ
ルカラー）を市役
所や市内各所、電
子版で見ることが
できます。

（ゴー・オン）

よってみん菜 江田島

古田 光
みつなり

也さん

④④

『みんなの笑顔』が最大の収入です。
　江田島町鷲部にある「よってみん菜 江田島」。ライオンや消防車のオブジェ、色とりどりの幟が目を引くこの店に
は、『島を盛り上げたい』という一心で動き続けるオーナーがいました。

すべては店に寄ってくれる人のために

『島を盛り上げたい』という原動力
　今後はもっと商品を増やして、スーパーの機能も持つお店にしたいと古田さんは意気込む。「野菜は
朝買いに来る人が多いからすぐに売切れる。だから、地元の野菜だけじゃなく、市場からも仕入れられ
たら、特に地元の人は時間を気にせず店に寄れるしね。あとは駄菓子も増やして、子どもたちが気軽に
寄れる店にしたいね」自分も働く人も、お店に訪れる人みんなが楽しめる場所。アイデアや行動がきっ
かけで、少しでもお店に来る人が増えれば、人の流れを作ることができるかもしれないと話す古田さん
は、最後にこんな思いを話してくれた。「やっぱりこの島が好き。島から市になって、バラバラは寂し

いじゃん！うちだけ盛り上がっても面白くないし、どうせ
ならいろいろな人と繋がって、みんなで一緒に江田島市を
盛り上げたい。自分が江田島市のことでPRできることは何
でもするし、島の人もそうじゃない人も、みんなが今より
もっと江田島市のことを好きになれればいいよね」
　話を聞く中で、何度『江田島市』という言葉が出てきた
だろうか、その島に対する熱い思いに圧倒されてしまっ
た。島を盛り上げたいという原動力で、みんなの笑顔のた
めに動いている古田さん。これからも、たくさんの人と繋
がり、手を取り合いながら、江田島市をますます盛り上げ
ていくことだろう。

よってみん菜�江田島／江田島町鷲部1-38-3
営業時間：10:00～17:30（火曜日は午前中のみ）
定休日：不定休（道沿いに幟が出ていれば営業中）
☎�（69）9155
Instagram「yotteminsaietajima」で検索！

　江田島市消防本部のすぐ近く、不思議な外観のお店は「よってみん菜」という名の
通り、おもわず寄ってみたくなるお店だ。オーナーの古田さんは、元々運送会社で働
きながら、父親から継いだという農業をしていた。ある時、同じように野菜を作る近
所の人や知り合いが、野菜を作っても売る場所が無いと話しているのを聞き、だった
ら自分が場所を作ろうと、お店をオープンさせたという。「ご年配の方なんて特に元
気が無かった。せっかく作った野菜を廃棄するのももったいないし、何か自分にでき
ることは無いかと思っていたら、タイミング良く事業者に貸していた物件が戻ってき
たのもあって、お店を開こうと」鷲部で生まれ育った古田さんは、慣れ親しんだこ
の土地に、2019年12月、よってみん菜 江田島をオープンさせた。
　店内には地元で採れた野菜を中心に牡蠣などの海産物、猪肉や雑貨までさまざま
な商品が置いてある。「交通の手段が無くて島から出れない人もいるでしょ？そう
いう人たちにも買い物を楽しんでほしいので、積極的に商品を仕入れています」取材中にも、お客さんが一人、また一人
と店に訪れ「タコ仕入れて」「魚はいつ入る？」など、古田さんに声を掛けながら買い物を楽しんでいた。「必要なもの
が手に入らないなら、要望にできる限り応えたいし、簡単に『できない』とは言わない」今では、地元だけでなく市外か
らお客さんが来ることも増えた。だからこそ、古田さんは自分の足で色んな場所を回り、お客さんが喜ぶ商品を仕入れら
れるよう、常に動いているという。「うちは人で成り立っている部分が多い。だから、最大の収入は『みんなの笑顔』。
儲けることも大事だけど、笑顔の方が重要よ(笑)！」

広報えたじま　令和４年７月 広報えたじま　令和４年７月 28282929


